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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶媒体に記録された画像ファイルを再生する画像再生装置であって、
　前記記憶媒体から画像ファイルを取得する取得手段と、
　前記画像ファイルに対して所定の画像表示処理を実行する処理手段と、
　ユーザの操作を受け付ける操作部を有し、前記操作部に対応した操作信号を前記画像再
生装置に送出する操作手段と、
　前記取得手段により取得した画像ファイルが、文書ファイルに基づく画像ファイルであ
る文書画像ファイルか否かを判定する判定手段と、
　前記操作部と前記画像表示処理の種類との割り当てを設定する割り当て手段と、を有し
、
　前記割り当て手段は、前記判定手段による判定の結果に応じて、前記操作部と前記画像
表示処理の種類との割り当てを変更することを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記文書画像ファイルは、複数のページからなる文書ファイルを１ページずつ画像ファ
イルとして変換することにより生成されることを特徴とする請求項１に記載の画像再生装
置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記画像ファイルから属性情報を取得し、取得した属性情報を用いて
画像ファイルを判定することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像再生装置。
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【請求項４】
　前記画像ファイルは、前記文書画像ファイルと写真画像ファイルとを含み、
　前記記憶媒体には、前記文書画像ファイルと前記写真画像ファイルとが混在して記録さ
れていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項５】
　前記操作手段は、前記画像再生装置を遠隔から操作できるリモートコントローラであり
、
　前記処理手段は、前記リモートコントローラから受信した操作信号に対応する画像表示
処理を実行することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項６】
　前記割り当て手段により割り当てられた前記操作部と前記画像表示処理の種類との関係
を、前記画像ファイルとともに表示する表示手段を更に有することを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項７】
　前記操作部は上下キー及び左右キーを含むとともに、前記所定の画像表示処理は前記画
像ファイルに対する画像送り処理を含み、
　前記判定手段により、前記取得手段により取得した画像ファイルが前記文書画像ファイ
ルであると判定された場合、前記割り当て手段は上下キーを前記画像送り処理に割り当て
るよう設定し、
　前記判定手段により、前記取得手段により取得した画像ファイルが前記写真画像ファイ
ルであると判定された場合、前記割り当て手段は左右キーを前記画像送り処理に割り当て
るよう設定することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項８】
　記憶媒体に記録された画像ファイルを再生する再生手段と、前記画像ファイルに対して
所定の画像表示処理を実行する処理手段と、ユーザの操作を受け付ける操作部を有し、前
記操作部に対応した操作信号を装置に送出する操作手段と、を有する画像再生装置の制御
方法であって、
　前記記憶媒体から画像ファイルを取得する取得工程と、
　前記取得工程により取得した画像ファイルが、文書ファイルに基づく画像ファイルであ
る文書画像ファイルか否かを判定する判定工程と、
　前記操作部と前記画像表示処理の種類との割り当てを設定する割り当て工程と、を有し
、
　前記割り当て工程では、前記判定工程による判定の結果に応じて、前記操作部と前記画
像表示処理の種類との割り当てを変更することを特徴とする制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の制御方法を画像再生装置のコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、異なる属性を持つ画像ファイルを再生する画像再生技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルに光源を透過若しくは反射させ、レンズを介してスクリーン上に画像データ
を表示する液晶プロジェクタがある。液晶プロジェクタは、ビデオカメラ等からの映像信
号や、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）のＶＥＳＡ規格の映像信号を入力し、画像処理を
行って大型スクリーンに投射させ、映画やホームビデオの鑑賞、プレゼンテーションを行
う際に利用されている。
【０００３】
　更に、液晶プロジェクタでプレゼンテーションを実現するためには、ＰＣ等の必要な機
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材が多くなるので、予めドキュメント作成アプリケーションを用いて文章データを作成し
ておく。そして、文章データをデータ変換ツールによりＪＰＥＧ画像ファイルに変換した
上で、ＵＳＢメモリ等の記録メディアに記録しておく。プレゼンテーションの際には、Ｕ
ＳＢメモリを液晶プロジェクタに装着し、ＵＳＢメモリからＪＰＥＧ画像ファイルを読み
出して再生する。
【０００４】
　また、現在ではデジタルカメラ等の撮像装置で撮影した撮影画像データの多くはＪＰＥ
Ｇ形式で記録メディアに記録されており、液晶プロジェクタでＪＰＥＧ画像ファイルを読
み出し再生することで、撮影画像データを鑑賞して楽しむこともできる。
【０００５】
　液晶プロジェクタの操作は、主に装置に付属されたリモートコントローラが使用される
が、リモートコントローラの操作系は、上述したプレゼンテーション又は写真等のＪＰＥ
Ｇ画像ファイルの種別に応じて操作できるようには構成されていない。特に、画像送りや
画像の回転、拡大、縮小等はメニュー画面上で操作を行うか、リモートコントローラに専
用のボタンを割り当てて操作を行っている。
【０００６】
　一方で、特許文献１のように画像ファイルの属性に応じて複数の画像処理が選択可能に
表示され、いずれか選択した画像処理を実行する技術が開示されている。
【特許文献１】特開平８－２６３６３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ＪＰＥＧ画像ファイルを再生できる液晶プロジェクタにおいて、プレゼ
ンテーション用画像ファイルと観賞用の写真画像ファイルとは再生する際の操作内容が異
なっている。例えば、プレゼンテーションではページを送る操作やポインターを用いた操
作が主であり、写真画像では画像の回転処理や拡大縮小と画像送り操作が主である。即ち
、プレゼンテーションでは画像の回転や拡大・縮小を行うことが少ない。
【０００８】
　ここで、特許文献１のように画像ファイルの属性に応じて複数の画像処理をＵＩ画面上
で選択的に操作するようにすると、ユーザが常にＵＩ画面を表示させ操作を行うのでは操
作に手間がかかり、操作性が低下する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る画像再生装置は、記憶媒体に記録された画像
ファイルを再生する画像再生装置であって、前記記憶媒体から画像ファイルを取得する取
得手段と、前記画像ファイルに対して所定の画像表示処理を実行する処理手段と、ユーザ
の操作を受け付ける操作部を有し、前記操作部に対応した操作信号を前記画像再生装置に
送出する操作手段と、前記取得手段により取得した画像ファイルが、文書ファイルに基づ
く画像ファイルである文書画像ファイルか否かを判定する判定手段と、前記操作部と前記
画像表示処理の種類との割り当てを設定する割り当て手段と、を有し、前記割り当て手段
は、前記判定手段による判定の結果に応じて、前記操作部と前記画像表示処理の種類との
割り当てを変更する。
【００１０】
　また、本発明に係る画像再生装置の制御方法は、記憶媒体に記録された画像ファイルを
再生する再生手段と、前記画像ファイルに対して所定の画像表示処理を実行する処理手段
と、ユーザの操作を受け付ける操作部を有し、前記操作部に対応した操作信号を装置に送
出する操作手段と、を有する画像再生装置の制御方法であって、前記記憶媒体から画像フ
ァイルを取得する取得工程と、前記取得工程により取得した画像ファイルが、文書ファイ
ルに基づく画像ファイルである文書画像ファイルか否かを判定する判定工程と、前記操作
部と前記画像表示処理の種類との割り当てを設定する割り当て工程と、を有し、前記割り
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当て工程では、前記判定工程による判定の結果に応じて、前記操作部と前記画像表示処理
の種類との割り当てを変更する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画像データの種類に応じた処理をリモコンのボタンに割り当てること
ができるので、ユーザは画像データの種類に応じた操作を容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、添付図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について詳細に説明す
る。
【００１３】
　尚、以下に説明する実施の形態は、本発明の実現手段としての一例であり、本発明が適
用される装置の構成や各種条件によって適宜修正又は変更されるべきものであり、本発明
は以下の実施の形態に限定されるものではない。
【００１４】
　図１は、本発明に係る実施形態の画像再生装置の構成を示す図である。
【００１５】
　図１において、１００は液晶プロジェクタである。１１８は液晶プロジェクタ１００の
投射レンズであり、スクリーン１１９に投射を行い、スクリーン１１９に画像やＵＩ（ユ
ーザインタフェース）画面を表示する。投射レンズ１１８は複数枚のレンズから構成され
、光学ズーム／フォーカス調整等を行うことが可能である。
【００１６】
　１０６は外部機器とＵＳＢ接続するためのＵＳＢ Ｉ／Ｆである。２００はＵＳＢメモ
リであり、液晶プロジェクタ１００はＵＳＢ Ｉ／Ｆ１０６を介してＵＳＢメモリ２００
とＵＳＢ接続が可能となる。４００はリモートコントローラ（以下、リモコン）であり、
液晶プロジェクタ１００はリモコン受光部１２０を介して、リモコン４００の操作を赤外
線信号として受信可能である。なお、本実施形態で構築するシステムの通信媒体は、有線
・無線のＬＡＮやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等でもよく、ここで例示するシステム
の形態に限定されるものではない。
【００１７】
　本実施形態では、ＵＳＢメモリ２００はマスストレージクラスをサポートし、液晶プロ
ジェクタ１００はＵＳＢ Ｉ／Ｆ１０６を介してマスストレージクラス及びＰｉｃｔＢｒ
ｉｄｇｅをサポートするものとする。液晶プロジェクタ１００にＵＳＢメモリ２００やデ
ジタルカメラを接続した際、マスストレージのプロトコルで通信を開始する。これにより
、液晶プロジェクタ１００はＵＳＢメモリ２００やデジタルカメラに記録されているデー
タを読み出し可能である。
【００１８】
　なお、本実施形態では外部ストレージとしてＵＳＢメモリを適用しているが、本発明は
外部ストレージをＵＳＢメモリに限定するものではなく、例えば、カードリーダ等の画像
データ保持機能を持つデバイスでも実現可能である。
【００１９】
　また、ＵＳＢメモリ２００をマスストレージクラスデバイスとして認識しているが、本
発明は外部ストレージを認識する方式を、これに限定するものではない。
【００２０】
　また、本発明は上記のプロトコルに限定されるものではなく、例えば、液晶プロジェク
タ１００はＰＴＰプロトコルをサポートしても構わない。
【００２１】
　また、本発明は液晶プロジェクタ１００に限定されるものではなく、例えばＰＣやテレ
ビジョンの表示デバイスによっても実現可能である。
【００２２】
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　ＵＳＢメモリ２００には、デジタルカメラ等によって撮影された画像ファイル（以下、
写真画像ファイル）と、ドキュメント作成アプリケーションで作成した文章ファイルを１
ページずつ変換した画像ファイル（以下、文書画像ファイル）とが記録されている。本実
施形態でいうドキュメント作成アプリケーションで作成した文章ファイルとは、例えばワ
ープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーション作成ソフトなどで作成したファイルが
含まれる。
【００２３】
　ここで、写真画像ファイルを構成するデータ群を写真画像データ、文書画像ファイルを
構成するデータ群を文書画像データと定義する。本実施形態では、上記写真画像ファイル
とそれ以外の文書画像ファイルは同様の拡張子（例えば．ＪＰＧ拡張子）を持つものとす
る。
【００２４】
　ユーザはＰＣ等の個人端末において、専用のアプリケーションを使用し、文章ファイル
を文書画像ファイルへ変換することが可能である。例えば、マイクロソフト社製のＭｉｃ
ｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）の場合について説明す
る。この場合、複数のスライドからなる１つのプレゼンテーション用の文章ファイルを、
いわゆるスライドごとの画像ファイル（例えば、ＪＰＥＧファイル交換形式）に変換する
ことが可能である。つまりスライド１０枚で構成された１つのプレゼンテーションファイ
ルを、１０個のＪＰＥＧファイルに変換することが可能である。
【００２５】
　上記のように作成された文書画像ファイルの特徴は、予定された再生順序、つまり元の
文章ファイルのスライドやページの順番で再生し、最後のページに到達して完結する場合
が多いことである。
【００２６】
　また、本実施形態では、ユーザはリモコン４００を使用し、液晶プロジェクタ１００に
よりスクリーン１１９に投射されたＵＩ画面を遠隔から操作できる。本発明では、リモコ
ン４００による操作のみに限定されるものではなく、ユーザが液晶プロジェクタ１００の
操作部１０３を操作することによっても実現可能である。
【００２７】
　図２は、本発明に係る実施形態の液晶プロジェクタの構成を示すブロック図である。
【００２８】
　図２において、１０９は液晶プロジェクタ１００全体を制御するシステム制御回路であ
り、各部からの入力信号やプログラムに基づき、各部を制御する。１０１はシステム制御
回路１０９の動作用の定数、変数、画像等を一時的に記憶するメモリである。１０２はシ
ステム制御回路１０９のファームウェアプログラム等を記録した電気的に消去・記録可能
な不揮発性メモリである。１０３はシステム制御回路１０９の各種の動作指示を入力する
ための操作部であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によるポインティン
グ、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００２９】
　１２０はシステム制御回路１０９の各種の動作指示を入力するためのリモコン受光部で
あり、液晶プロジェクタ１００に付属するリモコン４００からのキーイベント（操作信号
）を受信することが可能である。
【００３０】
　１０４は電源制御部であり、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替えるス
イッチ回路等により構成されている。電源制御部１０４は、ＡＣアダプタの検出を行い、
検出結果及びシステム制御回路１０９の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、
必要な電圧を必要な期間、ファンを含む各部へ供給する。１０５はＡＣアダプタ等からな
る電源部である。
【００３１】
　１０７は外部機器とネットワーク接続するためのＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標） Ｉ／
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Ｆ（インターフェース）である。液晶プロジェクタ１００の故障等の状態を、液晶プロジ
ェクタ１００を集中管理するシステムに通知することができる。１０６はデジタルカメラ
、ＵＳＢメモリ等とＵＳＢ接続するためのＵＳＢ Ｉ／Ｆである。１０８は画像処理部で
あり、デジタルカメラ、ＵＳＢメモリ等から読み出したＪＰＥＧ画像の表示位置の設定処
理や、ファイル名・日付・Ｅｘｉｆ等の情報をオーバーレイする処理を行う。また、処理
した画像データを赤（Ｒ）／緑（Ｇ）／青（Ｂ）の３種の色信号からなるＲＧＢ信号にデ
ジタル変換する。
【００３２】
　１１１はプロジェクタ映像信号処理回路であり、デジタル化されたＲＧＢ信号を液晶プ
ロジェクタ１００に適した表示信号に変換する信号処理を行う。ここでの信号処理として
は、例えば、インターレースプログレッシブ変換処理、フレームレート変換処理、解像度
変換処理等が挙げられる。１１０はフレームメモリであり、プロジェクタ映像信号処理回
路１１１でプロジェクタに適した表示信号に変換する際の信号処理に使用され、１フレー
ム以上のＲＧＢ信号を保持することが可能である。１１２は信号レベル調整回路であり、
プロジェクタ映像信号処理回路１１１からの出力を液晶プロジェクタの投影する投影画像
に適するような信号レベルとするための調整を行う。１１３は液晶ドライバであり、信号
レベル調整回路１１２の出力信号に基づいて液晶パネル１１７を駆動する。
【００３３】
　１１６はランプであり、スクリーン１１９に投影画像を映し出すための光源である。１
１４はランプ１１６に電力を供給する電源部、１１５はランプ駆動回路（バラスト）であ
り、電源１１４から供給される電力からランプ１１６に供給するための安定した高電圧を
発生させる。液晶パネル１１７には、Ｒ／Ｇ／Ｂの各カラーフィルタが接合されており、
ランプ１１６により投射された光をＲＧＢの各フィルタに対応して光の透過・遮断を行う
。投射レンズ１１８は液晶パネル１１７を通過したＲＧＢの各色画像をスクリーン１１９
へ結像させるとともに、投影画像の大きさを変化させる。スクリーン１１９は投影画像を
結像させる投影面を提供する。
【００３４】
　図３は液晶プロジェクタのリモコンの構成を示す図である。
【００３５】
　３０１は赤外光線を点滅させる発光部を備える送信部である。３０２は後述する各種操
ボタンからなる操作部である。３０３は操作部３０２から操作情報を取得してキーイベン
トとして送信部３０１から赤外光線を点滅させる中央制御部である。３０４は中央制御部
３０３と操作部３０２及び送信部３０１との間で操作情報の受信やキーイベント送信命令
の送信を行うためのバスである。
【００３６】
　図４は液晶プロジェクタのリモコンの外観図である。
【００３７】
　リモコン４００は、リモコン発光部（不図示）、ＰＯＷＥＲボタン４０１、上下左右の
方向ボタン４０５～４０８、ＯＫボタン４１１、フォーカスボタン４０３、ズームボタン
４０４、キーストーンボタン４０９、メニューボタン４１０を備える。
【００３８】
　リモコン発光部（不図示）は、リモコン４００のキーイベントを液晶プロジェクタに送
出する。ＰＯＷＥＲボタン４０１は、電源の入／切を行う。フォーカスボタン４０３、ズ
ームボタン４０４、キーストーンボタン４０９は、それぞれフォーカス、ズーム、キース
トーンの調整を行うためのボタンである。例えば、フォーカスの調整を行う場合には、フ
ォーカスボタン４０３を押し、方向ボタン４０５，４０８を操作して調整を行う。その他
の設定や情報の表示は、メニューボタン４１０を押し、方向ボタン４０５～４０８とＯＫ
ボタン４１１を操作して行うことが可能である。方向ボタン４０５～４０８はメニュー画
面等で上下左右の方向を指定する。ＯＫボタン４１１はメニュー画面等で選択した所定の
項目を確定する。リモコン４００が操作されると操作されたボタンに応じたキーイベント
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が液晶プロジェクタ１００に送出される。
【００３９】
　図５は液晶プロジェクタにＵＳＢメモリを装着した場合の液晶プロジェクタの動作を示
すフローチャートである。
【００４０】
　図５において、液晶プロジェクタ１００は、ＵＳＢデバイスの接続を検知すると（Ｓ５
０１）、ＵＳＢポートにリセット信号を出力し（Ｓ５０２）、コンフィグレーションを実
行する（Ｓ５０３）。コンフィグレーションの際、挿入されたＵＳＢメモリ２００がマス
ストレージクラス（ＭＳＣ）をサポートしているかを問い合わせ、判定する（Ｓ５０４）
。具体的には、液晶プロジェクタ１００がＵＳＢメモリ２００のインターフェースディス
クリプタ取得する際に、ＵＳＢメモリ２００がマスストレージクラスをサポートしている
かを判定することが可能である。
【００４１】
　ＵＳＢメモリ２００がマスストレージクラスをサポートしていない場合（Ｓ５０４／Ｎ
Ｏ）、ＵＳＢメモリ２００がサポートしているクラスに対応する処理を行う必要がある（
Ｓ５０９）。液晶プロジェクタ１００が取得したクラスをサポートしていない場合、スク
リーン１１９にサポートしないデバイスが接続されたことをユーザに通知する画面を投射
することも可能である。
【００４２】
　ＵＳＢメモリ２００がマスストレージクラスをサポートしている場合（Ｓ５０４／ＹＥ
Ｓ）、液晶プロジェクタ１００はブロックデバイスのマウント処理を開始する（Ｓ５０５
）。
【００４３】
　その後、液晶プロジェクタ１００はファイルオープン処理を行い（Ｓ５０６）、ＵＳＢ
メモリ２００のフラッシュメモリ２０４に記録されているディレクトリ構成とディレクト
リ名の取得を行う（Ｓ５０７）。これらの処理においてエラーが発生した場合には、エラ
ー画面を投影することも可能である。
【００４４】
　本実施形態では、ユーザが操作を行うカレントディレクトリのみの取得を行うものとす
るが、本発明はカレントディレクトリの取得に限定されるものではなく、全てのディレク
トリ構成の取得を行っても構わない。最後に、液晶プロジェクタ１００は上記Ｓ５０７で
得られたディレクトリ名をスクリーン１１９に投射する（Ｓ５０８）。
【００４５】
　図６は図５のＳ５０５における液晶プロジェクタのブロックデバイスのマウント処理を
示したフローチャートである。
【００４６】
　図６において、液晶プロジェクタ１００は、液晶プロジェクタ１００は、メディア能力
の取得を行う（Ｓ６０１）。ここでは、例えば、ＵＳＢメモリ２００の論理ブロック数及
びブロック長の取得を行う。最後にブロックデバイス管理領域の作成を行う（Ｓ６０２）
。
【００４７】
　図７は本実施形態のＵＳＢメモリに記録された画像ファイルのディレクトリ構成を例示
している。ここで、ＳＬＤ＿で開始されるファイル名を持つファイルは、文書画像ファイ
ルを表し、ＩＭＧ＿で開始されるファイル名を持つファイルは、写真画像ファイルを表す
ものとする。
【００４８】
　７００はディレクトリとファイルをツリー構造で管理するための一番上位のルートディ
レクトリである。７１０，７２０，７３０はルートディレクトリ７００から直接走査探索
できるディレクトリであり、それぞれディレクトリ名、”Ｆ００００”、”Ｆ１０００”
、”Ｆ２０００”である。７４０はディレクトリ７３０の下位にあるディレクトリであり
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、ディレクトリ名”Ｆ２１００”である。７１１，７２１，７３１，７４１はディレクト
リ７１０，７２０，７３０，７４０にそれぞれ格納されている画像ファイル群である。
【００４９】
　［液晶プロジェクタのＵＩ画面とファイル操作］
　次に、図７で例示したディレクトリ構造を持つＵＳＢメモリ２００が液晶プロジェクタ
１００のＵＳＢ Ｉ／Ｆ１０６に接続され、図５のＳ５０７により一覧表示を行った場合
のファイル操作モードについて説明する。
【００５０】
　図８は、図５のＳ５０７において表示されるＵＩ画面を例示している。
【００５１】
　図８において、８００はＵＳＢメモリ２００が接続された後、図５のＳ５０７での処理
により表示される、ＵＳＢメモリ２００に記録されているディレクトリ及びファイルの選
択操作を行うためのファイル一覧画面である。８０１はディレクトリ名及びファイル名を
一覧表示する一覧表示欄である。図８の一覧表示欄８０１には、図７のルートディレクト
リ７００にあるディレクトリ７１０，７２０，７３０の各ディレクトリ名Ｆ００００、Ｆ
１０００、Ｆ２０００が一覧表示され、Ｆ００００のディレクトリ７１０が選択状態で表
示されている。８０３は一覧表示欄８０１で選択されているファイルのサムネイルを表示
するためのサムネイル表示欄であり、８０４は同様に選択されているファイル名の属性情
報を表示するための属性表示欄である。８０２は上位のディレクトリに戻るためのディレ
クトリ戻りアイコンである。一覧表示欄８０１は、リモコン４００の上下方向ボタンを押
下することによってディレクトリとディレクトリ戻りアイコン８０２の選択状態がサイク
リックに切り替わる。
【００５２】
　次に、８０１のディレクトリＦ００００が選択されている状態で、リモコン４００のＯ
Ｋボタン４１１を押下すると、そのディレクトリＦ００００のディレクトリ名及びファイ
ル名を取得してディレクトリ名とファイル名の一覧表示を行う（８００ａ）。一覧表示欄
８０１ａには図７で述べたディレクトリ７１０のディレクトリ名と画像ファイル群７１１
のファイル名が一覧表示され、ディレクトリ７１０のディレクトリ名Ｆ００００が選択さ
れた状態となっている。８０１ａにおいてもリモコン４００の上下方向ボタンを押下する
ことによってディレクトリ名、ファイル名とディレクトリ戻りアイコン８０２ａの選択状
態がサイクリックに切り替わる。８００ａの状態から下方向ボタンが押下されると、８０
０ｂのファイル名が選択された状態となる。一覧表示欄８０１ｂにはファイル名”ＳＬＤ
＿０００１．ＪＰＥＧ”が選択状態で表示されている。一覧表示欄８０１ｂで選択された
ファイルが画像ファイルである場合には、画像データの取得を行い、画像データの伸張処
理、伸張した画像データのリサイズ処理を行った後にサムネイル表示欄８０３に表示する
。８０３ｂでは８０１ｂで選択されている画像ファイル”ＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧ”
がサムネイル表示されている。また、８０４ｃには８０１ｂで選択されている画像ファイ
ル”ＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧ”のファイル名、作成日等の属性が表示されている。
【００５３】
　８００ａ及び８００ｂの表示状態でディレクトリ戻りアイコン８０２を選択し、リモコ
ン４００のＯＫボタン４１１を押下すると８００の状態（上位のディレクトリ）に戻る。
【００５４】
　図９は図８の一覧表示欄８０１にて画像ファイルが選択された状態で、ユーザがリモコ
ン４００の下方向ボタン４０８を押下した場合のサムネイル表示欄への表示処理を示すフ
ローチャートである。
【００５５】
　図９において、液晶プロジェクタ１００は、ＵＳＢメモリ２００から選択された画像フ
ァイルの取得を行う（Ｓ９０１）。液晶プロジェクタ１００は、取得した画像ファイルを
メモリ１０１に保持する。液晶プロジェクタ１００は取得した画像ファイルのデコード処
理を行い（Ｓ９０２）、ＪＰＥＧ画像データをＲＧＢ信号に変換しメモリ１０１に保持す
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る。デコード処理では、ＪＰＥＧ画像データをＹＵＶ画像データに変換しても構わない。
ＲＧＢ信号への変換のみに限定されるものではない、デコード処理は、従来のＪＰＥＧ復
号化アルゴリズム手法を用いる。例えば、以下の方法を行うことにより実現可能である。
液晶プロジェクタ１００は、ＪＰＥＧ圧縮データをハフマン符号復号にて周波数成分の画
像データへ変換し、逆量子化で下げられた全周波数のレベルを元に戻す。次に逆ＤＣＴ変
換で画像データの周波数成分を空間成分へ変換し、元の画像データへ復元する。ハフマン
符号復号と逆量子化では圧縮処理で使用した量子化テーブルとハフマンテーブルを使用す
ることにより、各々元のデータへ戻すことができる。
【００５６】
　次に、液晶プロジェクタ１００は、Ｓ９０２で得られたＲＧＢ画像データのリサイズ処
理を行い（Ｓ９０３）、スクリーン１１９に投射するための表示処理を行う（Ｓ９０４）
。リサイズ処理では、スクリーン１１９に投射するのに最適な画像サイズへの調整を行う
。
【００５７】
　以上のように、図７で例示したディレクトリ構造を持つＵＳＢメモリ２００に記録され
ているディレクトリ名とファイル名を一覧表示し、選択した画像ファイルのサムネイル及
び属性情報を表示することでユーザは所望の画像ファイルを選択することができる。
【００５８】
　本実施形態では、画像ファイルのみで構成されたディレクトリについて説明したが、他
の種類のファイルが混在しても構わない。この場合、あるファイルが一覧表示欄にて選択
された場合に、そのファイルが画像ファイルであるか否かの判定を行い、画像ファイルで
あればサムネイルの表示処理を行い、そうでなければ別の所望の処理を行えば良い。
【００５９】
　［全画面表示切替］
　次に、上記ファイル操作モードにおいてユーザが所望の画像ファイルを選択した状態で
、選択された画像ファイルの全画面表示を行う処理について説明する。
【００６０】
　図１０は図８のファイル操作モードから全画面表示モードへ切り替わる際のＵＩ画面を
例示している。
【００６１】
　図１０において、１０００は図８で説明したファイル操作モードのＵＩ画面であり、１
００１は一覧表示欄であり、ＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧが選択状態で表示されている。
１００２は一覧表示欄１００１で選択されているＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧのサムネイ
ルが表示されている。画面１０００の状態でリモコン４００のＯＫボタン４１１を押下す
ると選択された画像データをＵＳＢメモリ２００から読み出し、読み出した画像データを
デコードし、全画面表示用の画像サイズにリサイズして表示を行う。
【００６２】
　１０１０は一覧表示欄１００１で選択されているＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧの画像が
全画面表示された全画面表示モードの画面である。全画面表示状態１０１０でリモコン４
００のメニューボタン４１０を押下すると１０１０ａの画面に切り替わる。１０１１ａは
メニュー設定ダイアログであり、選択可能なメニューとして“設定”、“ファイル操作モ
ードに戻る”、“キャンセル”の各項目があり、図１０では“ファイル操作モードに戻る
”が選択状態で表示されている。画面１０１０ａの状態でリモコン４００のＯＫボタン４
１１を押下すると画面１０００のファイル操作モードに戻る。また、不図示であるが、ダ
イアログ１０１１ａで“キャンセル”が選択され、リモコン４００でＯＫボタン４１１を
押下すると全画面表示状態１０１０へ戻る。
【００６３】
　［画像データの属性判定］
　ファイル操作モードから全画面表示モードへ移行するときに、全画面表示する画像デー
タが文書画像データか写真画像データかの判定を行う。ここでの判定はＪＰＥＧファイル
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の構造の違いを利用する。
【００６４】
　図１１はＪＰＥＧファイルの構造を示している。
【００６５】
　ＪＰＥＧファイルは、マーカと呼ばれる識別子を用いてファイルの構成を規定しており
、図１１（ａ）における、１１１０はＥｘｉｆ規格のＪＰＥＧファイルの構造であり、１
１２０はＪＦＩＦ規格の構造である。図１１（ｂ）に示すＪＦＩＦ規格は基本的なＪＰＥ
Ｇ規格であるのに対し、Ｅｘｉｆ規格はデジタルカメラ等で撮影された写真画像データに
用いられ、ＴＩＦＦの形式の属性情報を組み込むことで写真固有の属性を持たせることが
できる。
【００６６】
　Ｅｘｉｆ規格にはＡＰＰ１マーカにＥｘｉｆの識別コードがあり、ＪＦＩＦ規格にはＡ
ＰＰ０マーカにＪＦＩＦの識別コードがある。ＣＯＭマーカにはＪＰＥＧファイルを作成
するアプリケーション等によって、任意のコメントが挿入可能であり、ものによっては作
成したアプリケーションソフトウェアの名前が入る。例えばマイクロソフト社製のＭｉｃ
ｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）や同Ｗｏｒｄ（登録商
標）から変換されたファイルはＳｏｆｔｗａｒｅ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅと
いう文字列がＣＯＭのコメント部分に記載される。
【００６７】
　図１２は、ファイル操作モードから全画面表示モードへ移行するときに行う画像データ
の判定処理を示すフローチャートである。
【００６８】
　図１２において、液晶プロジェクタ１００は、画像データの取得を行い（Ｓ１２０１）
、Ｅｘｉｆ識別コードの検出を行う（Ｓ１２０２）。液晶プロジェクタ１００は、Ｅｘｉ
ｆ識別コードの検出が行えるかを判定する（Ｓ１２０３）。Ｅｘｉｆ識別コードがある場
合、写真画像データと判定し、写真画像データであることを示す写真画像識別子をメモリ
に記録する（Ｓ１２１０）。Ｅｘｉｆ識別コードがない場合、Ｓ１２０１で取得した画像
データについて、ＪＦＩＦ識別コードの検出を行う（Ｓ１２２１）。ＪＦＩＦ識別コード
がある場合、ＣＯＭマーカを探索する（Ｓ１２２２）。また、ＪＦＩＦ識別コードがない
場合、不明な画像データであることを示す不明画像識別子をメモリに記録する（Ｓ１２４
０）。
【００６９】
　Ｓ１２２２での探索の結果、ＣＯＭマーカが存在する場合（Ｓ１２２３）、コメントを
取得し（Ｓ１２２４）、コメントからドキュメント作成アプリケーション名を検出する（
Ｓ１２２５）。コメントからドキュメント作成アプリケーション名を検出できた場合（Ｓ
１２２６）、文書画像データと判定し、文書画像データであることを示す文書画像識別子
をメモリに記録する（Ｓ１２３０）。ＣＯＭマーカは複数記述されることがあるため、Ｃ
ＯＭマーカが存在しなくなるまで探索を繰り返す。
【００７０】
　具体的には、ドキュメント作成アプリケーションがマイクロソフト社製のＭｉｃｒｏｓ
ｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）ならば、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ
　Ｏｆｆｉｃｅ　ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（登録商標）という文字列を検出する。本実施形
態では、液晶プロジェクタ１００は予めアプリケーション名の文字列を保持し、ＣＯＭマ
ーカに含まれる文字列と照合することで、ドキュメント作成アプリケーション名を検出す
ることが可能である。
【００７１】
　上記画像データが写真画像データか文書画像データかの判定は、同一の圧縮形式のファ
イルであっても行うことができる。即ち、本実施形態ではＪＰＥＧファイルのフォーマッ
ト規格を利用して写真画像データか文書画像データかの判定を行ったが、他のフォーマッ
ト（ＴＩＦＦ等）でも属性の内容を基に同様な判定を行うことができる。また、公知の技
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術である画像データをメモリ上に展開した後に展開した画像データの特性（周波数変換に
よる周波数成分の状況）を利用することによって文書画像データか写真画像データかの判
定を行うことも可能である。
【００７２】
　［リモコンキーイベントの割り当て］
　図１３は、文書画像データ及び写真画像データに割り当てられるリモコンのキーイベン
トの関係を例示するテーブルである。
【００７３】
　図１３において、１３１０は文書画像データの場合のリモコンのキーイベントの割り当
てを示すテーブルであり、１３２０は写真画像データの場合のリモコンのキーイベントの
割り当てを示すテーブルである。また、キーイベントは画像処理モード毎に割り当てがあ
り、画像処理モードはＯＫボタン４１１の操作により切り替えられる。１３１０，１３２
０のキーイベントテーブル情報は不揮発メモリに記憶される。
【００７４】
　１３１０に示すように、文書画像データの場合は、上方向キーと下方向キーに画像送り
及び画像戻りのキーイベントが割り当てられている。また、１３２０に示すように、写真
画像データの場合は、右方向キーと左方向キーに画像送り及び画像戻りのキーイベントが
割り当てられている。
【００７５】
　上記のように画像送り及び戻しのキーイベントを割り当てたのは以下の理由による。ま
ず、文書画像データはそもそもプレゼンテーションソフトなどで用いられていた文章デー
タを変換したものであるが、一般に文章データのページの切り替えはキーボードの上下キ
ーで行われることが多い。したがって、本実施形態における液晶プロジェクタ１００を操
作して文書画像データを閲覧する際も、上下キーに画像送り及び戻しのキーイベントを割
り当てることにより、ユーザはキーボード操作と同じ感覚で文書画像データを切り替える
ことが可能になる。
【００７６】
　また、写真画像データはもともとカメラなどで撮影した画像データであるが、撮影した
画像データをカメラの液晶などで閲覧する場合、ユーザはカメラの左右キーを用いて画像
送り、戻しを行うことが多い。したがって、本実施形態における液晶プロジェクタ１００
を操作して写真画像データを閲覧する際も、左右キーに画像送り及び戻しのキーイベント
を割当てることにより、ユーザはカメラのキー操作と同じ感覚で写真画像データを切り替
えることが可能になる。
【００７７】
　［キーイベント毎のシーケンス］
　図１４は、文書画像データか写真画像データかに応じてリモコンのキーイベントの割り
当てを変更する処理を示すフローチャートである。
【００７８】
　図１４において、液晶プロジェクタ１００は、図１２のＳ１２１０又はＳ１２３０でメ
モリに記録した画像識別子を取得する（Ｓ１４０１）。Ｓ１４０１で取得した画像識別子
が文書画像識別子である場合（Ｓ１４０２）、図１３の文書画像データ用のキーイベント
テーブル１３１０の情報を取得する（Ｓ１４０３）する。写真画像識別子である場合、図
１３の写真画像データ用のキーイベントテーブル１３２０の情報を取得する（Ｓ１４０４
）。
【００７９】
　次に、Ｓ１４０５でキーモードをモード１としてメモリに記録する（Ｓ１４０５）。キ
ーイベントテーブルが決定するとキーイベントが発生するまでＳ１４１０で受信待ちとな
る（Ｓ１４１０）。キーイベントを受信したら、受信したキーイベントの情報を取得する
（Ｓ１４１１）。キーイベントがＯＫボタン４１１のキーイベントであった場合（Ｓ１４
１２）、メモリに記録されているキーモードを取得しキーモードがモード１ならばモード
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２へ、モード２ならばモード１へ切り替えてメモリに再度記録する（Ｓ１４１３）。その
後、Ｓ１４１０のキーイベント受信待ちに戻る。
【００８０】
　Ｓ１４１２でＯＫキーのキーイベントでなかった場合には、Ｓ１４１５でメモリに記録
されているモードを取得し、Ｓ１４０３又はＳ１４０４で取得したキーイベントテーブル
の情報からキーイベントとモードに対応した処理を決定する。
【００８１】
　次に、Ｓ１４１５で決定した処理を判定し（Ｓ１４１６）、Ｓ１４２１～Ｓ１４２５に
対応する処理を実行する。
【００８２】
　Ｓ１４２１の画像送り処理は現在表示されている画像データの次の画像データを取得し
、デコードして全画面表示用にリサイズして表示する。例えば、図１０の一覧表示欄１０
０１でＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧファイルが選択され、全画面表示１０１０となってい
る。ここで、画像送り処理では一覧表示欄１００１におけるＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧ
の下にあるＳＬＤ＿０００２．ＪＰＥＧに対して処理が実行される。次の画像データがな
い場合はディレクトリ内の先頭の画像データファイルに対して処理が実行される。図１０
の一覧表示欄１００１であればＳＬＤ＿０００１．ＪＰＥＧに対して処理が実行される。
【００８３】
　Ｓ１４２２の画像戻り処理は現在表示されている画像データの前にある画像データを取
得し、デコードして全画面表示用にリサイズして表示する。例えば、図１０の一覧表示欄
１００１におけるＳＬＤ＿０００２．ＪＰＥＧが全画面表示されていた場合にはＳＬＤ＿
０００１．ＪＰＥＧに対して処理が実行される。前の画像データファイルがない場合には
ディレクトリ内の最後尾の画像データに対して処理が実行される。
【００８４】
　Ｓ１４２３のポインタ操作は液晶プロジェクタで生成した矢印型のポインタを画面に表
示しておき、そのポインタの位置を変更する処理を行う。上下左右方向ボタンの各キーイ
ベントに対してポインタの位置を上下左右に移動させる処理を行う。
【００８５】
　Ｓ１４２４の画像回転処理は、画像データをデコードしメモリに展開した後に、画像デ
ータの位置を所望の角度だけ回転した画像データになるようにメモリに形成し直し、全画
面表示のサイズに収まるようにリサイズ処理を行う。また、所望の角度は画像の回転向き
である回転角度０度、９０度、１８０度、２７０度の情報をメモリに記録しておき、画像
回転(右)であれば、９０度増加させ、画像回転(左)であれば９０度減少させてメモリ上に
記録し、前述の画像回転処理を行う。ファイル操作モードから全画面表示モードに移行し
た場合や画像送りや画像戻りの処理を行った場合には表示された画像データに対する回転
角度を０度としてメモリに記録しておく。
【００８６】
　Ｓ１４２５の画像拡大縮小処理は、画像データをデコードしメモリに展開した後に、画
像データの中心位置から拡大縮小倍率から算出される拡大縮小したときに表示領域に関係
する画像データの部分に対して、全画面表示するためのリサイズを行う。拡大縮小倍率は
キーイベントが拡大縮小（拡大）に対しては増加し、拡大縮小（縮小）に対しては減少さ
せメモリに記録しておく。ファイル操作モードから全画面表示モードに移行した場合や画
像送りや画像戻りの処理を行った場合には表示された画像データに対する拡大縮小倍率を
１００％としてメモリに記録しておく。
【００８７】
　キーイベントに対応したＳ１４２１～Ｓ１４２５の各処理が終了すると、Ｓ１４１０で
キーイベントの受信待ちに戻る。
【００８８】
　本実施形態では、Ｓ１４２１～Ｓ１４２５の各処理の詳細は既に公知の技術であるので
説明は省略している。また、処理の内容はこれに依存することではなく、文書画像データ
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、写真画像データに対する画像処理であれば他に付け加えても良い。
【００８９】
　［文書画像モードの操作と画面］
　図１５は、文書画像データに対する全画面表示モードの操作ガイドアイコンを例示して
いる。
【００９０】
　図１５において、１５０１ａは文書画像データと判定された画像データが全画面表示さ
れ、更に図１４及び図１５で説明したモードがモード１の場合の表示画面である。１５０
２ａはリモコンの操作モードが”Ｐｏｉｎｔｉｎｇ Ｍｏｄｅ”であることを示す操作ガ
イドアイコンである。１５０３ａはリモコン４００のキーモードが”Ｐｏｉｎｔｉｎｇ 
Ｍｏｄｅ”であるときのみ表示される矢印型のポインティングアイコンである。操作ガイ
ドアイコン１５０２ａはポインティングアイコン１５０３ａをリモコン４００の上下左右
の方向ボタンで上下左右に移動できる。１５０１ｂは文書画像データと判定された画像デ
ータが全画面表示され、図１４のＳ１４１３でのキーモードの切り替えにより、モードが
モード２となったときの表示画面である。１５０２ｂはリモコンの操作モードが”Ｐｏｉ
ｎｔｉｎｇ Ｍｏｄｅ”であることを示す操作ガイドアイコンであり、上方向に対して”
Ｐｒｅｖ”の文字が割り当てられ、下方向に対して”Ｎｅｘｔ”の文字が割り当てられて
いる。”Ｐｒｅｖ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像戻り処
理（Ｓ１４２２）が実行され、”Ｎｅｘｔ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対
して図１４の画像送り処理（Ｓ１４２１）が実行される。
【００９１】
　［写真画像モードの操作と画面］
　図１６は、写真画像データに対する全画面表示モードの操作ガイドアイコンを例示して
いる。
【００９２】
　図１６において、１６０１ａは写真画像データと判定された画像データが全画面表示さ
れ、更に図１４及び図１５で説明したモードがモード１の場合の表示画面である。１６０
２ａはリモコンの操作モードが”Ｒｏｔａｔｅ Ｍｏｄｅ”であることを示す操作ガイド
アイコンであり、上方向には”Ｒ Ｔｕｒｎ”、下方向には”Ｌ ｔｕｒｎ”、左方向には
”Ｐｒｅｖ”、右方向には”Ｎｅｘｔ”の各文字が割り当てられている。”Ｒ Ｔｕｒｎ
”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像回転処理（Ｓ１４２４）
の右回転処理が実行される。また、”Ｌ Ｔｕｒｎ”と表示された方向ボタンのキーイベ
ントに対して図１４の画像回転処理（Ｓ１４２４）の左回転処理が実行される。更に、”
Ｐｒｅｖ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像戻り処理（Ｓ１
４２２）が実行され、”Ｎｅｘｔ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１
４の画像送り処理（Ｓ１４２１）が実行される。
【００９３】
　１６０１ｂは写真画像データと判定された画像データが全画面表示され、図１４で説明
したキーモードの切り替え（Ｓ１４１３）により、モードがモード２となったときの表示
画面である。１６０２ｂはリモコンの操作モードが”Ｚｏｏｍ Ｍｏｄｅ”であることを
示す操作ガイドアイコンであり、上方向には”Ｉｎ”、下方向には”Ｏｕｔ”、左方向に
は”Ｐｒｅｖ”、右方向には”Ｎｅｘｔ”の各文字が割り当てられている。”Ｉｎ”と表
示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像拡大縮小処理（Ｓ１４２５）の
拡大処理が実行される。また、”Ｏｕｔ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対し
て図１４の画像拡大縮小処理（Ｓ１４２５）の縮小処理が実行される。更に、”Ｐｒｅｖ
”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像戻り処理（Ｓ１４２２）
が実行され、”Ｎｅｘｔ”と表示された方向ボタンのキーイベントに対して図１４の画像
送り処理（Ｓ１４２１）が実行される。
【００９４】
　図１５及び図１６では操作ガイドアイコンについて説明したが、操作ガイドアイコンは
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一定時間だけ表示してそれ以降はキーイベントが発生するまで表示しないようにしても良
い。
【００９５】
　上記実施形態によれば、ファイル操作モードから全画面表示モードに移行するときに文
書画像データか写真画像データかの判定を行い、それぞれの判定結果に応じたキーイベン
トテーブルを決定する。これにより、画像データの種類に応じた処理をリモコンのボタン
に割り当てることができる。また、割り当てた処理がユーザに分かるように操作ガイドを
表示することによって、ユーザは割り当てられた処理をスクリーン上で確認しながらボタ
ン操作ができるようになる。
【００９６】
　なお、本実施形態では、左右キーに対し文書画像データに対するキーイベントを割り当
てなかったが、左右キーにも写真画像データと同様、画像送り、戻しを割り当ててもよい
。このようにすることで、どのような画像データでも左右キーで画像送り、戻しが可能に
なるため、操作を統一して使用したいユーザの利便性が向上する。
【００９７】
　なお、本実施形態では、文書画像データか写真画像データかの判定結果に応じて自動的
にボタン操作の割り当てを行ったが、ユーザが手動で割り当てできるような機能を付加し
ても構わない。
【００９８】
　［他の実施形態］
　本発明はプロジェクタを例として説明したが、他の画像再生装置、例えばテレビなどに
適用することも可能である。
【００９９】
　本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコード
を記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給しても達成可能である。すなわち、
そのシステムあるいは装置のコンピュータ（ＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプ
ログラムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【０１００】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【０１０１】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性の半導体メモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。また、コンピュータ
が読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現さ
れる場合もある。
【０１０２】
　しかし、さらにプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ
（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっ
て前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１０３】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
る場合も有得る。その後、プログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能
拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって
前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明に係る実施形態の画像再生装置の構成を示す図である。
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【図２】本発明に係る実施形態の液晶プロジェクタの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明に係る実施形態のリモコンの構成を示すブロック図である。
【図４】本発明に係る実施形態のリモコンの外観図である。
【図５】本発明に係る実施形態の液晶プロジェクタにＵＳＢメモリを接続した際の動作を
示すフローチャートである。
【図６】本発明に係る実施形態における液晶プロジェクタの動作を示すフローチャートで
ある。
【図７】本発明に係る実施形態のディレクトリ構成を示す図である。
【図８】本発明に係る実施形態のＵＩ画面の遷移を示す図である。
【図９】本発明に係る実施形態における液晶プロジェクタの動作を示すフローチャートで
ある。
【図１０】図８のファイル操作モードから全画面表示モードへ切り替わる際のＵＩ画面を
示す図である。
【図１１】ＪＰＥＧファイルの構造を示す図である。
【図１２】本発明に係る実施形態における液晶プロジェクタの動作を示すフローチャート
である。
【図１３】文書画像データ及び写真画像データに割り当てられるリモコンのキーイベント
の関係を示すテーブルを示す図である。
【図１４】本発明に係る実施形態における液晶プロジェクタの動作を示すフローチャート
である。
【図１５】文書画像データに対する全画面表示モードの操作ガイドアイコンを示す図であ
る。
【図１６】写真画像データに対する全画面表示モードの操作ガイドアイコンを示す図であ
る。
【符号の説明】
【０１０５】
１００　液晶プロジェクタ
１０１　メモリ
１０２　不揮発性メモリ
１０３　操作部
１０４　電源制御部
１０５　電源部
１０６　ＵＳＢ Ｉ／Ｆ
１０８　画像処理回路
１０９　システム制御回路
１１０　フレームメモリ
１１１　プロジェクタ映像信号処理回路
１１２　信号レベル調整回路
１１３　液晶ドライバ
１１５　ランプ駆動回路（バラスト）
１１６　ランプ
１１７　液晶パネル
１１８　投射レンズ
１１９　スクリーン
１２０　リモコン受光部
２００　ＵＳＢメモリ
４００　リモコン
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【図１４】 【図１５】
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